
新 聞

食
品
等
流
通
合
理
化
促
速

機
構
（
罵
場
久
萬
男
会
長）

は、
「
第
6
回
食
品
産
業
も

っ
た
い
な
い
大
賞」

の
受
賞

者
を
決
定
し、

都
内
で
表
彰

式
を
行
っ
た。

廃
棄
物
の
削

翻前＝
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A
全
農
に
よ
り
2
0
1
3
年

に
設
立。

カ
ッ
ト
野
菜
の
製

造
過
程
で
キ
ャ
ベ
ツ
の
外
葉

や
芯
な
ど
が
大
量
に
発
生
す

る。

キ
ュ
ー
ピ
ー
グ
ル
ー
プ

で
は
こ
れ
を
「
未
利
用
部」

と
位
置
づ
け、

分
別
収
集、

粉
砕
・

脱
水
の
後、

乳
酸
発

酵
さ
せ、

長
期
保
管
が
可
能

な
飼
料
（
サ
イ
レ
ー
ジ）

に

し
て
出
荷
し
て
い
る。

製
造
コ
ス
ト
は
多
少
か
か

る
も
の
の、

産
廃
処
理
費
を

抑
え
ら
れ
る
た
め、

輸
入
飼

料
に
比
べ
て
安
価
で
の
提
供

が
可
能。

大
学
と
の
共
同
研

ig--iiii-ii
圭―一
芸iii--iii
吾
吾iiii-iii
主
号
至ii-ii
芦
垂
話iii-ii
辛―l-g―
まi-i-ii一
辛
吾
五iiiiii
吾
辛
芸i-itii
五-l-i
吾iii-ii
主
里
逹ii-iiii
廷一―-i
菩iiii-ii
主
垂
圭iii-ii
吾―i
ま
まii-ii
至
芸
吾iiii―
主
言
芸iii
缶
芋一l-ig--iiii-i＿
主
呈
芸ii-iiii一
垂
吾iii-iii
辛
号
まiiiiii
芸一li-―
芸iii
呈
茎
芸
迂i-ii
芸
垂
吾iiiiii
幸一1i
琵i-iiii
珪
言
芸iii-i
主
垂
琵iii-ii
吾―i
逹―-iii-ii-
主-li1--iiiii―
幸一
吾
至ii

5
0
0
認
商
圏
内
の
世
帯
構

昨
年
開
場
し
た
東
京
・
豊
洲
由
場

た。

副
知
事、
J
A
茨
城
県
中
央
会
の
佐

成
比
は
単
身、

2
人、

3
人

で、
今
月
か
ら
各
県
青
果
物
の
ト
ッ

尾
崎
知
事
は、
「
当
県
の
施
設
園

野
冶
会
長、

県
内
17
J
A
の
組
合
長

世
帯
が
約
9
割
を
占
め
る。

プ
セ
ー
ル
ス
が
始
ま
っ
た。

1
日

芸
は
日
々
進
化
し
て
い
る。

で
き

ら
が
レ
ン
コ
ン
や
ピ
ー
マ
ン、

干
し

「
ラ
イ
フ
ら
し
さ」

を
具
現

は
高
知
県。

卸
売
場
内
の
研
修
施

る
だ
け
農
薬
に
頼
ら
な
い
『
エ
コ
シ

イ
モ、

瞑
オ
リ
ジ
ナ
ル
イ
チ
ゴ
「
い

化
し
た
旗
艦
店
と
位
置
づ
け

ス
テ
ム
栽
培』

が
普
及
し
て
い
る。

ば
ら
キ
ッ
ス」
な
ど
試
食
を
勧
め
な

し、

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で

ま
た、
環
塊
制
御
技
術
に
基
づ
く
次

が
ら
P
R
し
た。

罪
つ
こ。
七
4，
こ、

N-
）

廿一
や
ぷ立
＼
ソ
ス
を
具
勺
吝
也
こ
音

r

ト
ッ。
フ
セ
ー
ル
ス
始
動

洲豊

高
知、
茨
城
の
知
事
が
P
R

宇
野
副
知
事

は
「
県
と
J
A

グ
ル
ー
プ
茨
城

は
連
携
協
定
を

結
び、

販
路
拡
，
 
甜
．
 咄

大、

品
質
向
卜、

ブ
ラ
／、、
り
笥
皮
こ
又
且
¥
ヽ
呵』

減
・

再
生
利
用
な
ど
の
観
点

か
ら
顕
著
な
実
績
を
挙
げ
て

い
る
食
品
関
連
事
業
者
な
ど

を
発
掘、

周
知
す
る
こ
と
で

食
品
産
業
全
体
で
の
地
球
温

暖
化
防
止、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー

対
策、

食
品
ロ
ス
削
減

の
促
進
に
つ
な
げ
る。

―-_＿_-＿――_-
＝_--
=＝=-―――_-
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＿
省
た
究
所
泉

セ
水
ゅ
研
究
有

な暇
井
一
研
の

、
新
ピ
造
部

の
一
創
造

ン
長
＿
土
リ
釦
局
ュ
食
創

素
業
ぎ
部
値
長

グ
‘
‘
,
＇’

 

も
林
産
長
本
価
部

カ
の
料
局
発
菜
弘

（
ジ
食
か
開
野
雅

左

賞
は
3
部
門
か
ら
な
り、

高

等
学
校
を
含
む
合
計
10
の
取

組
み
が
受
賞。

こ
の
う
ち、

業
務
用
サ
ラ
ダ
野
菜
の
グ
リ

ー
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ
(
G
M)

と
キ
ュ
ー
ピ
ー
に
よ
る
野
菜

の
未
利
用
部
の
サ
イ
レ
ー
ジ

化
が
「
農
林
水
産
省
食
料
産

業
局
長
賞」

を、

住
友
ベ
ー

ク
ラ
イ
ト
の
青
果
物
包
装
の

ト
ー
タ
ル
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

な
ど
の
取
組
み
が
「
食
品
産

業
も
っ
た
い
な
い
大
賞
審
査

委
員
会
審
査
委
員
長
賞」

を

受
賞
し
た。

G
M
は
キ
ュ
ー
ピ
ー
と
J

設
「
F
r
e
s
h

L
a
b
o」

で、

尾
崎
正
直
知
事
や
J
A
高
知
県
の

武
政
盛
博
組
合
長
が
「
土
佐
文
日一」

の
配
布
や、
墾
産
野
菜
を
使
用
し
た

「
柚
子
生
姜
ス
ー
プ」

を
買
出
し
人
ら
に
振
る

究
で、

通
常
の
飼
料
に
混
ぜ

て
乳
牛
に
与
え
た
と
こ
ろ、

通
常
飼
料
に
比
べ
て
摂
食
置

が
20
%、

乳
量
が
10
％
増
加

し
た。

昨
年
6
月
か
ら
は
同

グ
ル
ー
プ
の
サ
ラ
ダ
ク
ラ
ブ

遠
州
工
場
で
も
サ
イ
レ
ー
ジ

の
製
造
を
開
始
し
た。

一

方、

住
友
ベ
ー
ク
ラ
イ

ト
で
は
鮮
度
保
持
フ
ィ
ル
ム

「

P
プ
ラ
ス」
を
展
開。

ミ

ク
ロ
サ
イ
ズ
の
穴
に
よ
り
包

装
内
部
を
低
酸
素
・

高
二
酸

第2631号

もったいない大賞

グ
リ
ー
ン
メ
ッ
セ
ー
ジ
な
ど
受
賞

青
果
物
の
ロ
ス
削
減

ッ
dコ
を

化
炭
素
状
態
に
す
る。

同
フ

ィ
ル
ム
の
使
用
で
鮮
度
保
持

期
間
が
長
く
な
り、

食
品
口

ス
削
減
に
つ
な
が
る
う
え
品

質
も
向
上。

秋
田
県
産
エ
ダ

マ
メ
の
取
組
み
で
は、

鮮
度

保
持
日
数
(
10
℃
保
管）

が

従
来
の
梱
包
形
態
で
は
3
S

4
日
だ
っ
た
と
こ
ろ、

同
フ

ィ
ル
ム
で
は
7
日
間
と
な
っ

た。

そ
れ
に
よ
り、

出
荷
工

リ
ア
も
拡
大
し
た。

今
回
は、

高
等
学
校
2
校

が
「
審
査
委
員
会
審
査
委
貴

長
賞」
を
受
賞。

こ
の
う
ち、

か
く
し
ょ
う

鹿
児
島
県
立
鶴
翔
高
校
は、

磯
焼
け
防
止
の
た
め
に
採
捕

さ
れ
る
ウ
ニ
を
活
用
し、

糖

蜜
と
晦
藻
粉
末
で
発
酵
さ
せ

た
有
機
発
酵
液
を
製
造。

こ

れ
を
肥
料
と
し
て
使
用
し
た

と
こ
ろ、

糖
度
が
ハ
ク
サ
イ

（
葉
柄
部）

で
18
％
向
上、

パ
パ
イ
ヤ
メ
ロ
ン
で
25
％
向

上
し
た。

売

場
に

は

「
ミ
ニ
ト
マ

ト
バ
イ
キ
ン

グ」

も
展
開

す
る。
ま
た、

ハ
ー
ブ
を
充

―-_――_-=―-_-＿-―――-
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実
さ
せ、

ラ

の
品
揃
え
と

一

方
で、

に
も
配
慮。

の
コ
ー
ナ
ー

P
B
の
袋
ス

器
入
り
サ―「

か、

ド
レ
ッ

ピ
ン
グ
の
具

陳
列。

ま
た

ど
の
ネ
ッ
ド

「
オ
イ
シ
ッ

ル
キ
ッ
ト
も

イ
シ
ッ
ク
ス

郊
・
地
場
野

物
を
壁
面
で

ナ
ー
化
し、

る
消
費
者
に

水
産、

畜

れ
ぞ
れ
店
内

販
売。

畜
産

ト
オ
ー
ド
ブ

フ
f
ノ
コ
ー




